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＜連絡事項＞

・特にありません。

＜患者様連絡事項＞

・若本　八重様～5/25(月)13：00からペースメーカーメンテナンスの為、御家族付添いにて八戸赤十字病院受診予定です。

＜隔離室入室・身体拘束患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～対面時、まとまりない内容での多弁さあるも粗暴行為はみられない。引き続き、症状の観察、評価を行い早期の処遇制限解除に向け介入していきます。

＜要注目患者様ケース＞

・木村　格治様～気分の高さあり、訴えや要求の多さあり。左足のハップスター交換について大声で怒鳴る事あり介入を要している。

・池野　功一様～食事や服薬の拒否なし。ホール奥のソファーにて過ごされること多く、独語や奇異行為なく穏やか。

・坂　　　貢様～対面時まとまりない発言にて多弁さあるも易怒性や興奮はない。排便4日ないため、本日より便秘時の予測指示開始となりシンラック液処方となる。

・赤石　陽介様～日課以外はほぼ臥床して過ごされる。表情に活気のなさあるが、幻聴や幻視の

訴えなく希死的発言もない。

· 大下　隆義様～昨日20時から排尿無い為、主治医報告し11：30導尿にて700ｍｌ排尿あり。

＜田名部Dr診察＞

・赤石　陽介様～明日昼より臨時薬１週間分処方。

・畑中　成夫様～来週よりＯＴ再開。

＜安ケ平Dr診察＞

・川井　尚子様～来週よりＯＴ導入の指示。

・坂　貢様～排便－４日にて、シンラック1本処方。

・八森　正様～予測指示6/5まで継続。

・木村　格治様～次回定期よりメチクール追加処方。

＜新入院患者様＞

　氏名　：若本八重様（82）

生年月日：Ｓ7.8.20

　病名　：レビー小体型認知症

　主治医：深澤Ｄｒ
H27年5月10日頃、日中から「蛇が出た」「虫が出た」と訴え、四つん這いになり虫を掴もうとする行動が出現。同月12日には、「子どもがいる」「誰かが呼んでいる」「子どもが泣いている」等と訴え、夜間は荷造りするように物を集め、夜間中動き回っている様子が見られていた。家族が付き添い買い物に行った際には、お店の商品を購入する前に食べることがあり、理解・判断力が著しく低下していた。日中は臥床傾向で、ぼんやりと過ごし、活気の無さがみられていた。特にここ一週間は無表情でいることが多かった。上記状態が持続し、長男がストレスを抱え、本人の行動に対して苛立ち手を上げてしまい顔面に痣ができてしまうことがあった。上記状態から、長女も介入し、今後介護保険の施設への入所を検討していこうと、南部町役場に問い合わせたところ、一度認知症の診断を受けに精神科を受診することを勧められたとのことで、当センターへ相談に至りＨ27年5/19（火）当院初診。薬物治療開始とし、家族対応困難な時は入院治療の検討をしていくこととしていた。5/20ご家族様より、家族対応が難しいため入院治療を希望。本日、東Ｄユニットへ医療保護入院となる。

